
福島県ZEBガイドラインの概要 ～カーボンニュートラルの実現を目指して～ 令和６年４月 営繕課

〇 ZEB化改修工事は、内装、外装及び設備機器な

ど多岐にわたることから、従来の大規模改修工

事に合わせて実施することが合理的。

〇 個別施設計画等に基づき大規模改修工事を行

おうとする場合は、｢県有建築物ZEB化協議等実

施要領｣に基づき施設担当課、環境共生課、エ

ネルギー課及び営繕課によりZEB化に関する方

向性を検討(ZEB化協議、構成は下記)。

ZEB化改修の基本的な考え方

【目標水準】
｢ZEB Ready※以上｣

(新築と同様)

ZEB化改修の目標水準

〇 県有建築物を新築する際のZEB化の目標水準

や検討手順をまとめた「福島県ZEBガイドライ

ン」を令和4年10月に公表(新築編)。

〇 カーボンニュートラルの実現には、新築時の

ZEB化のみならず、既存県有建築物のZEB化改修

が重要であることから、令和6年4月に｢改修編｣

を追加(ガイドライン改定)。

経過

ZEB化改修のフロー

施設担当課 ：ZEB化に関する方向性を決定

環境共生課 ：補助金又は交付金に関する情報提供

エネルギー課： 〃

営繕課 ：本ガイドラインを用いた技術的支援
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【ZEB化改修の検討】基本設計時のZEB化改修に係る確認事項

①大規模改修のみ(ZEB化なし)とする場合の
BEI、概算工事費(ａ)及び年間の光熱費(ｂ)を
算出

②ZEB化する場合の
BEI 、概算工事費(ｃ)及び年間の光熱費(ｄ)を
算出

③ZEB化に要する
｢かかりまし費用(補助金等(ｅ)を除く)｣を算出
＝ｃ－ａ－ｅ

④｢かかりまし費用｣を光熱費の削減により
何年で回収できるかを算出
＝（ｃ－ａ－ｅ）／（ｂ－ｄ）

≦
ZEB化に要する

｢かかりまし費用｣
の回収年数

改修後の施設の
使用年数

ZEB化の方向性を総合的に判断

〇温室効果ガス排出量の削減

〇快適性、生産性及びウェルネスの向上

〇災害時における事業継続性(BCP)の向上

〇環境配慮による建物の資産価値の向上

[コスト面の効果]

[コスト面以外の効果]

※建築物省エネ法の

基準から、一次エ

ネルギー消費量を

50％以上削減する。

個別施設計画等に基づく大規模改修工事

ZEB化協議

設計委託費の予算要求

工事費の予算要求

工事着手

ZEB化改修を検討する場合

実施設計(ZEB認証取得)

財政課協議

改めて

ZEB化協議

基本設計のとりまとめ

[確認事項]

・コスト面の効果

・コスト面以外の効果

etc

基本設計

大
規
模
改
修
の
み(

Z
E
B
化
な
し)

基本・実施設計

竣工

ZEB化あり

Z
E
B
化
あ
り

BEI…建築物のエネルギー
消費性能を評価する指標

BEI≦0.5(再エネ除く)

[福島県ZEBガイドラインの位置付け]

「福島県2050年カーボンニュートラル」

ふくしまエコオフィス
実践計画

福島県地球温暖化対策
推進計画

福島県再生可能エネル
ギー推進ビジョン

県有建築物ZEB化

協議等実施要領

新築や改修時の
①目標水準 ②必要となる技術 ③概算コスト ④検討手順

福島県ZEBガイドライン


